
 令和６年度「豊かな心」育成プログラム 
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札幌市の教育で目指す「豊かな心」 
他者を思いやる心・生命を尊重する心・自然や美しいものに感動する心等 

 

 
 
①児童アンケートより 
・「学校は楽しい」と回答の
児童が 96.6％という結
果で、学校生活を楽しん
でいる児童が多い。 

②いじめ調査より 
・年３回の心のシートと市
教委のいじめアンケート
の計４回の児童アンケー
トを実施している。そのお
かげで、いじめに繋がる重
大案件に発展していない。 

③SNS のトラブル 
・児童が携帯電話やスマホ
を所有している数が増え
ている。SNS への書き込
みや画像掲載のトラブル
も見られる。 

④学校の現状として 
・配慮を要する児童が各学級
に複数名在籍している。学
びのサポーターや T・T 担
当、担任外等との連携、対
応、指導が一定の効果を成
している。 

・本校オリジナルソング「あ
いさつのススメ」を作成し
て挨拶運動に取り組んで
いる一方、自発的な挨拶は
少ない。 

学校番号：２６０１３ 
学校名：札幌市立澄川小学校 

 

 

①道徳教育の充実 
・日常生活での道徳的実
践の指導の充実 

・「特別の教科 道徳」の 
充実、授業参観等で授
業公開 

②命を大切にする指

導の充実 
・共感する心の育成 
・養護教諭や栄養教諭と連
携した「いのちの学習」
「食指導」 

③いじめ・不登校対策 
・担任、学年、低・中・
高学年の各ブロック、
学校全体での情報共有
と重層的な対応 

・「澄川いじめ防止対策基
本方針」に則った、未
然防止・早期発見・早
期対応 

・月一回の「いじめ防止
定例会議」を行うとと
もに、いじめの事実が
認められた場合、速や
かにいじめ対策会議を
行う。 

・発達段階等、実態を重
視した情報教育の徹底 

・外部人材との連携によ
る不登校児童支援 

④子どもの心に寄り
添った教育相談の
充実 

・機動性のある校内学び
の支援委員会の機能 

・校内研修で児童と向き
合い寄り添うためのス
キル向上 

・スクールカウンセラー
の活用 

 
 

○ふりかえりカードの活用 

○児童アンケ－トや保護者アンケ

－トの活用 

〇年４回の心のシート（いじめアンケ

ート）の結果分析と意図的・計画

的な活用 

○学校評議員会・学校関係者評価

等の活用 

 
 
・フラワーロードやスノー 
キャンドル、澄小まつりな
ど、地域との活動が充実し
ている。 

・地域との交流や出前授業な
どを通して、実体験を通し
て社会に生きて働く「本物
の体験」を行う機会を設け
ている。 

いじめのない学校 

不登校への対応 

     やさしく思いやりのある子どもの育成 

 

 

 

○道徳的実践の指導の充実 

〇全人的な発達・成長 〇自己指導能力 

①「小さな社会」学年・学級での 

集団体験・集団活動の充実 

 

 

 

○「いのちの学習」の充実 ○読書活動 

○共感する心の育成  〇異学年交流 

②道徳教育、社会性を育む 

体験的活動、言語活動の充実 

 

 

 

〇組織的重層的対応 ○情報教育の徹底 

〇心のシート（年３回の児童アンケート） 

 

③命を大切にする指導の徹底 

いじめ未然防止・早期発見・早期対応 

 

 

 

〇心の居場所、絆づくり 〇保護者支援 

○校内学びの支援委員会 ○ＳＣの活用 

④新たな不登校を生まない未然防止の

取組、組織的・計画的な不登校支援 

児童理解 

 

 

 

○義務教育９年間で、知徳体の調和の取れた育ち 

○校種間連携について家庭や地域と関わり、目指す子ど

もの姿の共有化【札幌らしいコミュニティスクール】 

○中学校区で連携した児童会・生徒会が主体となった自

治的自発的な挨拶運動（小中一貫した教育） 

〇「さっぽろっ子自治的な活動」の活性化による「子ど

もの声を聴く」素地づくり 


